
現研50周年現研 公開セミナー

[ 本 部 ] 〒 1 1 3 － 0 0 3 3 　 東 京 都 文 京 区 本 郷 1 - 2 5 - 2 5 日 商 連 ビ ル 　 T E L 0 3 - 3 8 1 3 - 7 3 3 8 ㈹ 　 F A X 0 3 - 3 8 1 3 - 6 9 6 4

[ 経 営 調 査 部 分 室 ] 〒 1 1 3 - 0 0 3 3 東 京 都 文 京 区 本 郷 2 - 2 7 - 1 7 　 I C N ビ ル 　 T E L 0 3 - 3 8 1 3 - 7 9 1 0 ㈹ 　 F A X 0 3 - 3 8 1 3 - 7 9 2 0

[ロンドン事務所]  8 St. Stephen’s Court, Mayfield Road, LONDON N8 9NQ, UK TEL44-20-8348-9681㈱現代経営技術研究所

ＵＲＬ：http://www.gen-ken.co.jp2015経営新天地の創造

東京都千代田区飯田橋3-10-8　TEL.03（3237）1111㈹

■報 告  現研主任研究員グループ

■日 時  2015年12月3日(木）13：00～14：50

■場 所  ホテルメトロポリタンエドモント　「万里」の間

　

東京オリンピックにこう挑もう
現研創立50周年特別企画

大槻裕志 大島和義 須賀健太 篠崎太郎

－ロンドンオリンピック2012研究調査から次の展開へ－

日本らしさを究めて世界を驚かすオリンピックにしよう！

の
成
果

ロ
ン
ド
ン
五
輪

期
待

東
京
五
輪
へ
の

期
待

東
京
五
輪
へ
の

の
成
果

ロ
ン
ド
ン
五
輪

五輪誘致を勝ち取った「シンガポー
ルの約束」のコンセプト“ダイバーシ
ティ”“インスパイア”を固守。

ダニー・ボイル演出の開会式は面
白くて深かった。国民の五輪熱を一
気に上昇させた。

史上最高と評価されるパラリンピッ
クを選手、ボランティア、観客、関係
者一体となってやり切った。

日本が五輪誘致を決めたブエノス
アイレスのプレゼンテーションも素
敵。「おもてなし」「震災復興」を大事
にしよう。

開会式には夢を表現する力があ
る。多様な夢をオールジャパンで凝
縮させて大輪を咲かせて欲しい。

私たちがパラリンピックを心から楽
しめる観客になるために今から始め
よう。

日本が地道に積み上げた開発援助
の実績・人脈を使って子どもたちに
スポーツの楽しさを伝えよう。

文化のとらえ方を広げて考える。日
本は文化豊かな国。多彩な文化を
効果的に表現しよう。

「おもてなし」の素晴らしさを体現し
て人々を楽しませる役割をボランテ
ィアに託したい。

スポーツ機会に恵まれない20ヶ国
の子供たちにスポーツを楽しむ経験
を提供。指導者を育て、政策も提言
した。

新しい社会実験－カルチュラル・オ
リンピアードを4年間かけて本格展
開し、英国の文化の力を示した。

「Games Maker」と命名された7万人
のボランティアが大活躍。大会のシ
ンボルになった。

現研創立50周年特別企画
本年7月、現研は創立50周年を迎えました。2020年の東

京オリンピックを成功させるために現研もしかるべき役割

を果たし貢献したい。そう願って現研創立50周年特別企画

として、ロンドンオリンピック研究調査プロジェクトに取

り組みました。

本年10月16日に、研究調査報告の第１弾として公開セミ

ナー「ロンドンオリンピック2012は英国社会をどう変えた

か」を開催致しました（裏面プログラム参照）。

今回の公開セミナーは第２弾の総括編です。

みんなで知恵を出し合い、議論を重ねながら、力を合わ

せて東京オリンピックを素晴らしい大会にしましょう。当

研究調査には、そのためのヒントと手がかりが満載してい

るものと自負いたしております。

皆さまのご参加をお待ちしております。

＜プログラム概要＞
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現研 創立50周年特別企画・公開セミナーお申込み用紙 

⇒　ＦＡＸ ０３－３８１３－６９６４

※現研は、個人情報の保護に関する法律を遵守いたします。ご記入頂いた情報は、ご本人の同意なしに第三者への提供は行ないません。なお、当日は参加者相互のコミュニケーションを充
実させるためにご出席予定者の名簿をご用意させて頂き、ご出席者に配布致します。名簿への掲載を希望されない方は、お申込み時にその旨をご連絡下さい。

■会場案内 ホテルメトロポリタンエドモント
千代田区飯田橋3-10-8　℡．03（3237）1111（代表）

■お申し込み
FAXにてお願いいたします。（FAX：０３－３８１３－６９６４）

＊創立50周年特別企画として皆様をご招待申し上げます。ご予定の方がご都合

の悪い場合には、代理の方のご出席も歓迎いたします。なお、資料のみのご

請求はお受けいたしかねます。

■お問合せ先
現研セミナー事務局（坂川、田中）
TEL:０３－３８１３－７３３８　　E-mail:hongo@gen-ken.co.jp

テーマ：　「2020年へ－新日本型経営の創造」
■日時：２０１５年１２月３日（木）　15：00～17：00
■会場：ホテルメトロポリタンエドモント
■講師：現研所長　 大槻　裕志

現研上級主任研究員　 大島　和義

＜同日開催：第52回総合研究会のお知らせ＞

■ＪＲ飯田橋駅東口／ＪＲ水道橋駅西口より徒歩約５分
■地下鉄東西線 飯田橋駅A5出口より徒歩約２分

＜プログラム＞
Ⅰ. 2005年－2012年概観：

7年間の五輪劇を英国はどう演じ切ったか

シンガポールでの誘致成功／インスパイアとダイバーシティ／カルチュラル・オ
リンピアードという新機軸／イースト・ロンドン再開発／冷ややかなムードを吹
き飛ばしたダニーボイル監督によるオープニング・セレモニー／7万人ボランテ
ィアの活躍／チームGB（グレート・ブリテン）の躍動／ソールドアウト！ 史上最高
と讃えられるパラリンピックの成功

Ⅱ. 英国現地調査に基づく報告と現研分析：

１． ダイバーシティ＆インクルージョンというコンセプト“200のコミュニティ、
300の言語”の都市ロンドンの決意

２． セバスチャン・コー委員長の公約
－「若い世代をスポーツへ“インスパイア”する」

３． 英国が発明した“カルチュラル・オリンピアード”の真の意義とは何か
４． オリンピック開会式の勝利
－国民へのメッセージ、世界に向けたメッセージ

５． 大会のもう一つのシンボル
－ボランティア7万人の“ウェルカム・ザ・ワールド”

６． 史上最高のパラリンピックはどう実現したのか
７． 英国の人々に訊く
－2012年ロンドンオリンピックは英国社会をどう変えたか？

Ⅲ. 現研提言と討議：

　日本らしさを究めて世界を驚かせるオリンピックにしよう！

現研創立50周年特別企画
ロンドンオリンピック2012は英国社会をどう変えたか

■研究会合：現研第349回産業事情検討会・公開セミナー
■開催日時：2015年10月16日（金）13：30～17：00

2020年東京オリンピックを素晴らしい大会にするための研究調査プロジェクト




